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  2． ラグランジュ相関とオイラー相関の減衰の速さは乱流のエネルギースペクトルによる
  3．拡散係数だとの。ne－pOint c10sureはエネルギースペクトルの形による
  4． ラグランジュ相関の異方性はオイラー相関のそれより小さい
B．shear Howのある場合
  1．LRAとシミュレーションの結果はよく一致する
  2． レイノノレズ応力はラグランジュ相関関数の時間原点での勾配を与える
  3．オイラー相関関数は平均流の大きいところほど速く減衰し，ラグランジュ相関関数は
    平均流に間接的に依存する
  4．渦粘性の符号はエネルギースペクトルの形による
         乱流モデルによる逆転磁場ピンチの数値計算
                    東京大学生産技術研究所半場藤弘
 逆転磁場ピンチはトーラス型の核融合プラズマ閉じ込め装置の一つで，らせん状の磁力線を
かけて金属容器の中にプラズマを閉じ込める．プラズマや磁場の’ 錘挙Iなふるまいを調べるた
めにプラズマを一粒子流体として近似し，Navier－Stokes方程式と磁場の誘導方程式を考え
る．磁場や速度場には数値計算の格子ではとらえ切れたい細かいスケールの乱れがあるので乱
